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大蔵大臣NX　通常転記／完成振替　出力内容の追加

順 項目名
桁数

(半角) 型

39 適格請求書発
行事業者登録
番号

14 文字

通常転記 完成振替

●仕入伝票の場合
消費税額を出力する通常税区分の明細で登録番号
を出力
他の税区分、免税税区分の明細では空白を出力
●他の伝票は空白を出力

●空白

レッツ原価管理Ｇｏ２　仕訳伝票転記（応研）機能追加・変更に伴う記載変更点

「レッツ原価管理Ｇｏ２」をご利用くださいまして、誠にありがとうございます。
本マニュアルにアップデートにより一部訂正・追加がございます。
※2024年4月9日時点での全ての訂正・追加を記載しております

機能 内容

以下の財務会計ソフトに対応しました。
・大蔵大臣AX

4 転記設定
通常転記、完成振替の摘要転記内容に□枝番を追加し、工事コードの枝番の出力有無を設定で
きるようにしました。

完成振替の摘要転記内容に□工事得意先略称を追加しました。

9、12 通常転記、完成振替

仕訳確認モニターに「□エラー行のみ表示する」を追加しました。
エラーがある場合のみ表示され、チェックONにすると、エラーのある行のみを表示します。

仕訳確認モニターに「エラー詳細」ボタンを追加しました。
エラー箇所の詳細を表示します。

12 完成振替

完成振替工事選択画面に選択した工事の件数を追加しました。

部分完成振替処理の工事選択画面の検索条件に、「□指定日時点の未成工事を出力する」を追
加しました。

大蔵大臣NX、建設
大臣NX
通常転記／完成振
替　データの出力内
容

21　借方消費税フラグ、22　貸方消費税フラグの通常転記および完成振替の、税込経理時の
データ出力内容を以下のように変更しました。
借方消費税額(貸方消費税額)の出力基準において、消費税金額を出力する行：「2」　他：「0」

出力項目の最後に「適格請求書発行事業者登録番号」を追加しました。
仕入伝票の通常転記で消費税額を出力する通常税区分の明細のみ、仕入先台帳の「登録番号」
を出力します。
他の伝票および完成振替では空白を出力します。

工事情報出力　デー
タの出力内容

契約金額5、契約金額消費税5で出力する内容を、請負金額_税抜金額6～10行目の合計、請負
金額_消費税6～10行目の合計に変更しました。
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大蔵大臣AX　通常転記／完成振替　データ出力内容　

順 項目名
桁数

(半角) 型

1 伝票日付 10 文字

2 伝票番号 10 数字

3 伝票種 1 数字
4 伝票期間区分 1 数字
5 伝票部門コード 1 数字

6 メモ 文字
7 行番号 3 数字
8 借方科目コード 15 文字

9 借方補助科目
コード

15 文字

10 借方部門コード 15 文字

・｢部門｣の設定が｢損益科目のみ｣

・｢部門｣の設定が｢全科目」

※借方科目：通常転記で借方に出力される科目
（原価科目）
　貸方科目：通常転記で貸方に出力される科目
（売上科目）

・｢部門｣の設定が｢全科目」：振替元の部門を出
力

●基本設定＞通常転記｢部門｣の設定により出力

●[転記設定(科目）]の転記先設定に従い出力

●転記先に補助科目がない場合は｢空白｣

・部門の設定が「出力しない」：空白

●「2」（期中）を出力

●空白

●空白

●1から昇順に出力
●[転記設定(科目）]の転記先設定に従い出力

●工事の完成日（工事登録の「進捗」日付）を出
力

●「同一日付指定」の場合はその日付を出力

●転記のつど｢伝票番号｣に入力した数字から昇
順に出力
●原価科目→売上科目の順で付番
●工事毎に工事コード昇順で付番

●「1」（通常伝票）を出力

｢仕入先部門｣を出力、｢仕入先部
門｣がない場合は｢伝票部門｣を出
力

売上伝票
｢得意先部門｣を出力、｢得意先部
門｣がない場合は｢伝票部門｣を出
力

入金伝票 全科目に｢伝票部門｣を出力

振替形式 ｢借方科目｣の｢伝票部門｣を出力

売上伝票 空白

入金伝票
「損益科目」のみ｢伝票部門｣を出
力、他の科目は空白

振替形式
｢借方科目｣が損益科目なら「伝票
部門」を出力、他の科目は空白

仕入伝票 全科目に｢伝票部門｣を出力

支払伝票

｢借方科目｣の通常転記先

●１から昇順に出力

●空白

●空白

｢工事未収入金｣の通常転記先

支払伝票 空白

原価科目

支払伝票

売上伝票

入金伝票

｢科目｣の転記先

｢工事未払金｣の通常転記先

振替形式

借方科目（完成振替転記先）

●[転記設定(科目/得意先/仕入先）]の転記先設定
に従い出力

完成振替

●西暦出力　例)2024/01/01

●転記のつど｢伝票番号｣に入力した数字から昇順に
出力

●｢転記単位｣設定が｢工事別仕入先(得意先)毎｣の
場合は、伝票種類＞工事＞仕入先(得意先)＞科目＞
部門(ヘッダー)＞部門(明細)＞工種＞税区分ごとに
集計して付番

●「1」（通常伝票）を出力

●「2」（期中）を出力

●｢転記単位｣設定が｢仕入先(得意先)毎｣の場合は、
伝票種類＞仕入先(得意先)＞科目＞部門(ヘッダー)
＞部門(明細)＞税区分ごとに集計して付番

●仕入＞支払＞査定作成＞売上＞入金＞入金振替
伝票の順で付番

仕入伝票
「損益科目」のみ｢伝票部門｣を出
力、他の科目は空白

通常転記

●西暦出力　例)2024/01/01

●明細転記：伝票日付を出力
　合計転記：集計期間の終了日を出力

●「同一日付指定」の場合はその日付を出力

●｢書出順｣の指定に従う

●完成振替後は完成振替転記先を出力

●[転記設定(科目/得意先/仕入先）]の転記先設定
に従い出力

仕入伝票

売上科目 貸方科目（通常転記先）

借方科目（完成振替転記先）

売上科目 貸方科目（通常転記先）

｢科目｣の転記先

支払伝票 ｢工事未払金｣の通常転記先

仕入伝票

●[転記設定(部門）]の転記先設定に従い出力

・｢部門｣の設定が｢損益科目のみ｣：振替元の部
門を出力

入金伝票 ｢科目｣の転記先

振替形式 ｢借方科目｣の通常転記先

●完成振替後は完成振替転記先を出力

売上伝票 ｢工事未収入金｣の通常転記先

｢科目｣の転記先

●[転記設定(部門）]の転記先設定に従い出力

●基本設定＞通常転記｢部門｣の設定により出力

原価科目

●転記先に補助科目がない場合は｢空白｣
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・｢部門｣の設定が「出力しない」

11 4 数字

12 借方経理区分 1 数字

13 借方金額 15 数字

税区分

課税仕

非課仕

対象外 原価科目

完課仕 税区分

課仕返 課税仕 税抜金額

不明 非課仕 税込金額

立替仕 対象外 税込金額

非売仕 完課仕 税込金額

共売仕 課仕返 税抜金額

不明 税込金額

税区分 非売仕 税抜金額

すべて 共売仕 税抜金額

売上科目

税区分 税区分

すべて 課税売 税抜金額

非課売 税込金額

税区分 対象外 税込金額

課税仕 完課売 税込内税

課税売 課売返 税抜金額

非課仕 不明 税込金額

対象外 <税込経理>

完課仕

課仕返

課売返

不明

非売仕

共売仕

●原価科目：通常転記の借方金額を工事→科目
（補助科目）→部門（明細）→税区分毎に集計して
以下のとおり出力

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣に関わらず、以下を
出力

借方消費税額の出力基準において、消費税金額
を出力する行：「1」

他：「0」

※0：なし／1：税込／2：税抜

●[転記設定(税区分）]の転記先設定に従い出力

「振替元」の税区分

売上科目 「振替先」の税区分

通常転記

他：「0」

税込金額

仕入伝票

通常転記

税込金額

完振後の転記

原価科目

<税抜経理>

売上伝票

借方消費税額の出力基準において、消費税金額を
出力する行：「1」

<税抜経理>

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣により、税区分毎に以下
の通り出力

<税込経理>

振替形式
借方科目の税区分に応じた　｢通
常転記｣の税区分

※仕入先（得意先）部門：伝票ヘッダー部の部門

●外税伝票計の消費税：税区分は科目台帳の「仮払
消費税｣に登録されている税区分に従う

※損益科目：科目分類が「売上高」「原価」「販管費」
「営業外収益」「営業外費用」「仮受消費税」「仮払消費
税」の科目

●[転記設定(税区分）]の転記先設定に従い出力

※外税伝票計の消費税は別記出力で ｢2」

｢対象外｣

※伝票計の消費税：伝票部門なし

※伝票部門：伝票の各明細行の部門、未入力の場合
は空白を出力

借方に消費税金額を出力する行の税計算により下
記出力

内税： ｢1」 外税： ｢2」 別記： ｢2」 他： ｢0」

仕入伝票

｢対象外｣

入金伝票

｢通常転記｣の税区分

支払伝票

※0：なし／1：税込／2：税抜

全伝票

売上伝票

●経理方式 ｢税抜」 ｢税込」により下記出力

｢通常転記｣の税区分

●科目｢諸口｣は｢対象外｣

空白

税抜外税、税込内税

入金伝票

支払伝票

通常転記 完振後の転記

税抜外税、税込内税

完振後の転記

税抜外税、税込内税

税抜外税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税

出力する金額

出力する金額

●売上科目：通常転記の貸方金額を工事→科目
（補助科目）→部門（明細）→税区分毎に集計して
以下のとおり出力

<税抜経理>

「完課仕」は「税込内税」、その他すべて「税込金
額」

※税区分「完課仕」「完課売」は通常転記では対
象外で出力されるが、完成振替では課税区分
で振替される

通常転記 完振後の転記

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税込金額 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

借方消費税区
分

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額
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税区分

課税仕

課税売

非課仕

非課売

対象外

完課仕

完課売

課仕返

課売返

不明

立替仕

非売仕

共売仕

14 借方消費税金
額

15 数字

税区分

税区分 課税仕

課税仕 非課仕

非課仕 対象外

対象外 完課仕

完課仕 課仕返

課仕返 不明

不明 非売仕

立替仕 共売仕

非売仕

共売仕

税区分

すべて

税区分

すべて

税区分

課税仕

課税売

非課仕

対象外

完課仕

課仕返

課売返

不明

非売仕

共売仕

税区分

課税仕

課税売

非課仕

非課売

対象外

完課仕

完課売

課仕返

課売返

不明

立替仕

非売仕

共売仕

「０」

●原価科目：集計した通常転記の借方消費税を
税区分毎に以下の通り出力

通常転記

「０」 「０」

消費税金額 消費税金額

消費税金額 消費税金額

消費税金額

消費税金額 消費税金額

消費税金額 消費税金額

「０」 「０」

消費税金額 消費税金額

「０」 消費税金額

「０」

消費税金額 消費税金額

消費税金額 消費税金額

通常転記

消費税金額

完振後の転記

振替形式伝票の借方

「０」 「０」

「０」

「０」 消費税金額

消費税金額 消費税金額

完振後の転記

支払伝票

「０」

消費税金額

消費税金額 消費税金額

「０」 「０」

完振後の転記

「０」

通常転記

消費税金額 消費税金額

「０」

「０」

「０」 「０」

消費税金額

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣に関わらず、税区分毎に
以下の通り出力

消費税金額 消費税金額

通常転記 完振後の転記

入金伝票

消費税金額 消費税金額

消費税金額

通常転記

「０」

消費税金額

「０」

※税込内税：明細行が内税なら税込金額で出力

「０」

消費税金額

「０」

売上伝票

「０」

「０」

「０」

「０」

「０」

「０」

「０」

「０」

「０」

「０」 「０」

●売上科目：「0」を出力

消費税金額

税抜外税、税込内税

振替形式伝票の借方

税込金額 税込金額

税込金額

税込金額 税抜外税、税込内税

※完振後の転記＝完成振替後の通常転記

消費税金額

仕入伝票

通常転記

「０」 「０」

「０」 「０」

完振後の転記

税込金額 税込金額

通常転記 完振後の転記

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税

税込金額

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

※税抜外税：明細行が外税なら税抜金額で出力

※税込内税：明細行が内税なら税込金額で出力

<税込経理>

すべて「税込」で出力

※完振後の転記＝完成振替後の通常転記

「０」 消費税金額

消費税金額
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15 貸方科目コード 15 文字

16 貸方補助科目
コード

15 文字

17 貸方部門コード 15 文字

・｢部門｣の設定が｢損益科目のみ｣

・｢部門｣の設定が｢全科目」

・｢部門｣の設定が「出力しない」

18 貸方消費税区
分

4 数字

19 貸方経理区分 1 数字

※0：なし／1：税込／2：税抜

貸方消費税額の出力基準において、消費税金額
を出力する行：「1」

●転記先に補助科目がない場合は｢空白｣

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣に関わらず、以下を
出力

●[転記設定(科目）]の転記先設定に従い出力

※借方科目：通常転記で借方に出力される科目
（原価科目）
　貸方科目：通常転記で貸方に出力される科目
（売上科目）

●[転記設定(科目）]の転記先設定に従い出力

●基本設定＞通常転記｢部門｣の設定により出力

貸方科目（完成振替転記先）売上科目

原価科目 借方科目（通常転記先）

・｢部門｣の設定が｢損益科目のみ｣：振替元の部
門を出力

原価科目

他：「0」

※0：なし／1：税込／2：税抜

売上科目

※伝票部門：伝票の各明細行の部門、未入力の場合
は空白を出力

「振替元」の税区分

「振替先」の税区分

※損益科目：科目分類が「売上高」「原価」「販管費」
「営業外収益」「営業外費用」「仮受消費税」「仮払消費
税」の科目

●[転記設定(税区分）]の転記先設定に従い出力

仕入伝票 ｢対象外｣

●[転記設定(税区分）]の転記先設定に従い出
力

※仕入先（得意先）部門：伝票ヘッダー部の部門

※伝票計の消費税：伝票部門なし

｢得意先部門｣を出力、｢得意先部
門｣がない場合は｢伝票部門｣を出
力

振替形式 ｢貸方科目｣の｢伝票部門｣を出力

全伝票 空白

支払伝票 全科目に｢伝票部門｣を出力

売上伝票 全科目に｢伝票部門｣を出力

・｢部門｣の設定が｢全科目」：振替元の部門を出
力

・部門の設定が「出力しない」：空白

入金伝票 空白

振替形式
｢貸方科目｣が損益科目なら「伝票
部門」を出力、他の科目は空白

空白

支払伝票 ｢通常転記｣の税区分

支払伝票
「損益科目」のみ｢伝票部門｣を出
力、他の科目は空白

売上伝票
「損益科目」のみ｢伝票部門｣を出
力、他の科目は空白

仕入伝票
｢仕入先部門｣を出力、｢仕入先部
門｣がない場合は｢伝票部門｣を出
力

入金伝票

原価科目

売上科目

借方科目（通常転記先）

貸方科目（完成振替転記先）

｢貸方科目｣の通常転記先

｢科目｣の通常転記先

●[転記設定(部門）]の転記先設定に従い出力 ●[転記設定(部門）]の転記先設定に従い出力

●基本設定＞通常転記｢部門｣の設定により出力

振替形式
貸方科目の税区分に応じた　｢通
常転記｣の税区分

<税込経理>

貸方消費税額の出力基準において、消費税金額を
出力する行：「1」

内税： ｢1」 外税： ｢2」 別記： ｢2」 他： ｢0」

※外税伝票計の消費税は別記出力で ｢2」

他：「0」

貸方に消費税金額を出力する行の税計算により下
記出力

｢得意先｣の転記先

｢科目｣の通常転記先

｢対象外｣

売上伝票

●[転記設定(科目/得意先/仕入先）]の転記先設定
に従い出力

入金伝票 ｢得意先｣の転記先

振替形式

支払伝票 ｢科目｣の通常転記先

仕入伝票

入金伝票

｢貸方科目｣の通常転記先

｢仕入先｣の転記先

<税抜経理>

●経理方式 ｢税抜」 ｢税込」により下記出力

｢通常転記｣の税区分

売上伝票

仕入伝票

●転記先に補助科目がない場合は｢空白｣

●外税伝票計の消費税：税区分は科目台帳の「仮受
消費税｣に登録されている税区分に従う

入金伝票

支払伝票 ｢科目｣の通常転記先

仕入伝票 ｢仕入先｣の転記先

売上伝票

●[転記設定(科目/得意先/仕入先）]の転記先設定
に従い出力

●完成振替後は完成振替転記先を出力

振替形式

●完成振替後は完成振替転記先を出力
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20 貸方金額 15 数字

税区分

すべて

<税抜経理>

税区分 原価科目

課税仕 税区分

非課仕 課税仕 税抜金額

対象外 非課仕 税込金額

完課仕 対象外 税込金額

課仕返 完課仕 税込金額

不明 課仕返 税抜金額

立替仕 不明 税込金額

非売仕 非売仕 税抜金額

共売仕 共売仕 税抜金額

売上科目

税区分 税区分

課税売 課税売 税抜金額

非課売 非課売 税込金額

対象外 対象外 税込金額

完課売 完課売 税込内税

課売返 課売返 税抜金額

不明 不明 税込金額

<税抜経理>

税区分

すべて

税区分

課税仕

課税売

非課仕

非課売

対象外

完課仕

完課売

課仕返

課売返

不明

立替仕

非売仕

共売仕

21 貸方消費税金
額

15 数字

税区分

すべて 税区分

課税売

税区分 非課売

課税仕 対象外

非課仕 完課売

対象外 課売返

完課仕 不明

課仕返

不明

立替仕

非売仕

共売仕

●売上科目：集計した通常転記の貸方消費税を
税区分毎に以下の通り出力

※税区分「完課仕」「完課売」は通常転記では対
象外で出力されるが、完成振替では課税区分
で振替される

●原価科目：「0」を出力

●原価科目：通常転記の借方金額を工事→科目
（補助科目）→部門（明細）→税区分毎に集計して
以下のとおり出力

●売上科目：通常転記の貸方金額を工事→科目
（補助科目）→部門（明細）→税区分毎に集計して
以下のとおり出力

「完課売」は「税込内税」、その他すべて「税込金
額」

出力する金額

仕入伝票

通常転記 完振後の転記

「０」 「０」

支払伝票

通常転記 完振後の転記

消費税金額 消費税金額

「０」 「０」

「０」 「０」

「０」 消費税金額

消費税金額 消費税金額

「０」 「０」

「０」 「０」

消費税金額 消費税金額

消費税金額 消費税金額

「0」

出力する金額

「0」

「0」

「0」

消費税金額

「0」

入金伝票

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣に関わらず、税区分毎に
以下の通り出力

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣により、税区分毎に以下
の通り出力

<税抜経理>

仕入伝票

通常転記

出力する金額

完振後の転記

税込金額

振替形式伝票の貸方

通常転記 完振後の転記

税込金額

支払伝票

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税込金額 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

売上伝票

通常転記 完振後の転記

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税込金額 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

通常転記 完振後の転記

税込金額 税込金額

通常転記 完振後の転記

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税込金額 税抜外税、税込内税

税込金額 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

※税抜外税：明細行が外税なら税抜金額で出力

※税込内税：明細行が内税なら税込金額で出力

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税込金額 税込金額

税込金額 税込金額

税抜外税、税込内税 税抜外税、税込内税

税抜外税、税込内税

すべて「税込」で出力

※完振後の転記＝完成振替後の通常転記

<税込経理>

税抜外税、税込内税
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税区分

課税売

非課売

対象外

完課売

課売返

不明

税区分

すべて

税区分

課税仕

課税売

非課仕

非課売

対象外

完課仕

完課売

課仕返

課売返

不明

立替仕

非売仕

共売仕

22 摘要 40 文字

23 借方消費税率 2 数字

24 貸方消費税率 2 数字

25 借方軽減税率
区分

2 数字

26 貸方軽減税率
区分

2 数字

27 証憑コード 文字

28 仕入税額控除
対象区分

1 数字

29 適格請求書発
行事業者登録
番号

1 数字

30 借方免税事業
者等区分

1 数字

31 貸方免税事業
者等区分

1 数字

32 借方免税事業
者等控除率区
分

1 数字

33 貸方免税事業
者等控除率区
分

1 数字

※マイナス逆仕訳の場合は借方貸方を入れ替えて出力

※軽減税区分、免税税区分の出力内容は、対応する通常税区分と同様。　例）軽課仕、課税仕(免)、軽課仕(免) → 課税仕と同様

●軽減税区分の場合「1」を出力、それ以外は
「0」を出力

●基本設定＞完成振替「摘要転記内容」の選択
項目が転記される

●各項目間には半角スペースが入る

●軽減税区分の場合「1」を出力、それ以外は
「0」を出力

「０」

「０」 消費税金額

売上伝票

通常転記 完振後の転記

消費税金額 消費税金額

「０」 「０」

入金伝票

「０」 「０」

「０」

通常転記 完振後の転記

「０」 「０」

振替形式伝票の貸方

消費税金額 消費税金額

通常転記 完振後の転記

消費税金額 消費税金額

消費税金額 消費税金額

「０」 「０」

「０」 「０」

「０」 「０」

「０」 消費税金額

「０」 消費税金額

消費税金額 消費税金額

●仕入伝票の場合
免税税区分の場合「１」（免税事業者）を出力、免税税
区分以外の場合は「0」（免税事業者ではない）を出力

●仕入伝票の場合
消費税額を出力する通常税区分の明細で登録番号
を出力
他の税区分、免税税区分の明細では空白を出力
●他の伝票は空白を出力

消費税金額 消費税金額

消費税金額 消費税金額

※完振後の転記＝完成振替後の通常転記

●各項目間には半角スペースが入る

●合計転記も明細転記の設定に従うが、｢伝票番号｣
｢商品｣｢仕様｣は出力しない

●明細の消費税率を出力

●軽減税区分の場合「1」を出力、それ以外は「0」を
出力

消費税金額 消費税金額

「０」 「０」

「０」

●明細の消費税率を出力

●軽減税区分の場合「1」を出力、それ以外は「0」を
出力

●空白 ●空白

●明細の消費税率を出力

●明細の消費税率を出力

「０」

●基本設定＞通常転記「摘要転記内容」の選択項目
が転記される

●「-1」（未設定）を出力●「-1」（未設定）を出力

●「-1」（変更しない）を出力

●仕入伝票の場合
免税税区分の場合「１」（80%）を出力、免税税区分
以外の場合は「-1」(未設定)を出力。

●他の伝票は「-1」（変更しない）を出力

●「-1」（変更しない）を出力

●「-1」（未設定）を出力

●空白

●「0」（対象でない）を出力

●他の伝票は「-1」(未設定)を出力

●「0」（対象でない）を出力

●「-1」（変更しない）を出力
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随時処理＞データ入出力＞141データ受入　より読込操作を行います。

■受入形式の設定（初回のみ）
レッツ原価管理Go2から取得したデータ受入用の設定ファイルを大蔵大臣AXで読み込み、受入形式の登録を行います。

1.

2.

3.

4.

5. インポート完了画面が表示されたら設定終了です。

■読込操作

1.

2.

3.

「レッツ原価管理Go2」をチェックONにし、画面下方の[イン
ポート]をクリックします。

大蔵大臣AXで「141 データ受入」を開き、「伝票」をチェック
ONにします。

形式に「レッツ原価管理Go2」、受入元にレッツ原価管理
Go2から書き出したファイルを指定します。

[受入開始]をクリックします。

大蔵大臣AXでの読込操作

レッツ原価管理Go2の転記設定画面を開き、財務会計ソフ
トに「大蔵大臣AX」を設定します。

画面下方にある「受入設定情報のエクスポート」をクリックす
ると確認画面が開くので[OK]で進みます。

ファイル保存画面が開くので、任意の場所に設定ファイル
（データ受入_伝票_レッツ原価管理Go2.xml）を保存しま
す。

大蔵大臣AXで「141 データ受入」を開き、画面上部の「イン
ポート」をクリックします。

入力元のフォルダーに手順２で指定したファイルの保存先を
入力します。
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本マニュアルに一部訂正・追加がございますので、謹んで次のとおり訂正いたします。

ページ

10

22～
42

25

25

27、
35

27、
35

43

○伝票番号：伝票種類毎に１伝票番号を付
番。

転記処理基準
データの出力内容

完成振替での「立替仕」に関する記述
（削除）
※「立替仕」は完成振替での転記対象では
ありません

レッツ原価管理Ｇｏ２　仕訳伝票転記（応研）　訂正表

「レッツ原価管理Ｇｏ２」をご利用くださいまして、誠にありがとうございます。

場所 誤 正

桁数(半角)　／　型

削除

伝票の分割　通常転記
●９９９行を超えた行から別の伝票にする
●分割した伝票の伝票番号は別に付ける

●なし

伝票の分割　完成振替
●完成振替は、伝票分割する場合がある
●９９９行を超えた行から別の伝票にする
●分割した伝票の伝票番号は別に付ける

●なし

｢工事コード枝番｣が｢00｣の場合は空白
｢工事コード枝番｣が｢00｣以外の場合は｢
工事コード枝番｣を出力

型　／　桁数(半角)

No.5　細目名　出力内容 空白

表の項目名

伝票番号　完成振替
●９９９行を超えた行から別の伝票にする
●分割した伝票の伝票番号は別に付ける

対象伝票＿転記単位
●仕入先別／得意先別

○伝票番号：１仕入先／得意先につき１伝票番
号を付番。
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